
みんなであいさつ・そうじで心をみがき、

『いいね！』をたくさんみつけます。

朝の登校時の挨拶の時の２つのエピソードをご紹介します。

このことが私の心を温めてくれたことを感じていただけたらと思います。

１）６年生のあいさつ運動が、年間を通して続いています。

子ども達だけで、時にはひとりで正面玄関にきてあいさつ運動をしてくれています。

１０月のある金曜日には、３年生が賑やかな話し声と共にやってきました。遊びの延

長かと思いながら｢一緒にあいさつ運動してくれるの？｣と尋ねると｢ううん、係活動であ

いさつ運動係ができて、金曜日にすることになったと。｣とのことでした。全校に掲げて

いる『みんなで挨拶』を３年生も意識して、係活動にまでしていることに驚きました。

あいさつでいっぱいの学校になりそうです。

２）時には、昇降口で砂を掃きながら、子ど

も達と挨拶をかわします。昇降口にいると北口

からの登校児童にも会えることができます。（特別の

場合以外は、歩いての登校をお願いしたいのですが）

ある日、その昇降口で砂を掃いていると、数

人の子ども達が、「校長先生、おはようございます。

ありがとうございます。」「校長先生、お疲れ様で

す。」と声をかけてくれます。これだけでもとて

も嬉しくなってしまいますが、先日は、砂がと

ても多くて山盛りの砂がありました。

それをみた児童が、「砂、多過ぎやんねぇ。」と言うので「でも、靴を脱ぐところだけに砂

があるけん、みんな、上手に使ってくれてると思うよ。」とこたえると、「先生、それは、ち

がうばい。校長先生がきれいにしてくれてるから、みんなもきれいにしとるとよ。」と、な

んとも嬉しい言葉をいただき、私がしていることまで認めてくれているようで、とても

感激しました。

子ども達は、何気なくすごしているようで、自分の目で見て、心で感じて、何かを受

けとめていることを改めて思います。子ども達は、まっすぐで真っ白な心にいろいろな

ことを受けとめて成長しているのだと感じます。今回、掃除をしていたのは、私ですが、

子ども達は「いいね！」を見つける心を広げてくれているようです。素直なまっすぐな

言葉だからこそ、私の心もいつも以上に温かくなったのだと思います。
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親子ふれあい運動
「早寝・早起き・朝ごはん」の結果

保護者の皆さまに御協力いただいていた「早寝・早起き・朝ご飯」の結果です。

どの学年の子も「朝ごはん」をしっかり食べてきていることがわかります。活動のエ

ネルギーとなる食事を確実に食べさせていただき、ありがとうございます。寝る１時間

前にテレビやゲーム、スマホをやめられている子は、学年が上がるにつれて少なくなっ

ています。これに伴っているのか、１０時までに就寝している子が少なくなります。日

本人は、外国の方に比べて睡眠の時間がとても短いそうです。その遅い、大人の時間に

子ども達がつられていっているのでしょうか。よく言われますが、子ども達は「寝る子

は育つ」のように、寝ている間に体が成長し、頭の整理をしています。せめて、平日は、

１０時までには寝て、翌朝、元気に、すっきりとした気持ちになって学校にきてほしい

です。

◇◆ 今後の予定 ◆◇

１０月 ２０日（金）集団登校 １１月４日（土）たのしかっ祭

秋の遠足 (学習発表会）

２４日（火）３年人権の花 ６日（月）振替休日

ひまわりの種飛ばし ９日（木）お弁当の日

２７日（金）６年薬物乱用防止教室 ６年生体験学習


